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論 文 の 内 容 の 要 旨

わが国の養鶏産業は,生産性の向上のための技術開発と経営規模の拡大により,安

価な鶏肉,鶏卵を供給し国民栄養に大きな貢献をしてきた.しかし一方,輸入飼料に

依存した経営は,日本の耕地への家畜排泄物に由来する窒素蓄積をもたらすことにな

り,家畜生産と環境との両立は重要な課題である.

本研究では,飼料中のアミノ酸の持つ栄養生化学的な機能特性を利用して,環境汚

染の中で最も深刻な窒素排泄量を低減することによってブロイラー産業の環境への

負荷を軽減することを目指したものである.

その結果,ブロイラーの飼料中のタンパク質含量を,必須アミノ酸を添加すること

によって,従来のレベルから2%下げても生産性を低下させることなく,窒素排泄量

を約10～20%低減できることを明らかした.さらに,その際増加する好ましくない

腹腔内脂肪量は,その飼料のタンパク質の(必須アミノ酸/可欠アミノ酸)比を高く

することによって抑制できる可能性を示した.ただしこのとき,過剰量の必須アミノ

酸の添加は,腹腔内脂肪量の蓄積に意味がないことも明らかにしている.

また,低タンパク質飼料給与時の腹腔内脂肪蓄積量の増加が付随的に増加する炭水

化物摂取量に起因するかどうかを調べ,低タンパク質飼料摂取に伴う炭水化物の摂取

量増加が原因でないことを明らかにした.

さらに,低タンパク質飼料摂取時の腹腔内脂肪量の増加を抑制する方法について検

討し,他の動物で効果のみられるクロム酵母あるいは共役リノール酸等を併給しても

ブロイラーヒナでは抑制効果がないことを明らかにした.しかし,低タンパク質飼料

へのセルラーゼの添加は腹腔内脂肪蓄積量を減少させる可能性があることを示した.

以上の結果は,低タンパク質飼料への必須アミノ酸の添加によって増体量や飼料効

率を低下させることなく,窒素排泄量を10～20%低減できることを初めて明らかに

し,飼料タンパク質の節約と共に環境への窒素負荷を軽減できる実用的な技術開発へ

の端緒となった.さらに,その際増加する腹空内脂肪量は飼料の必須アミノ酸/可欠
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アミノ酸比を高くすること,およびセルラーゼを飼料に添加することにより抑制でき

る可能性を初めて示した.

審 査 結 果 の 要 旨

わが国の養鶏産業は,生産性の向上のための技術開発と経営規模の拡大により,

安価な鶏肉,鶏卵を供給し国民栄養に大きな貢献をした.しかし一方,輸入飼料に

依存した経営は,家畜排泄物が原因となる環境汚染を引き起こすこととなった.

本研究では,飼料中のアミノ酸の持つ栄養生化学的な機能特性を利用して,環境

汚染の中で最も深刻な排泄窒素量の低減によるブロイラー産業の環境への負荷の軽

減を目指した.

その結呆,ブロイラーの飼料中のタンパク質含量を,必須アミノ酸を添加するこ

とによって,従来のレベルから2%下げても生産性を低下させることなく,窒素排泄

量を約10一-20%低減できることを明らかした.さらに,その際増加する好ましくな

い腹腔内脂肪量は,その飼料のタンパク質の(必須アミノ酸/可欠アミノ酸)比を

高くすることによって抑制できる可能性を示した.ただしこのとき,過剰量の必須

アミノ酸の添加は,腹腔内脂肪量の蓄積に意味がないことも明らかにしている.

また,低タンパク質飼料給与時の脂肪蓄積増加の原因が炭水化物摂取量の増加に

よるのではなく,クロム酵母,共役リノール酸等を併給しても抑制効果はないこと

を明らかにした.ところが,低タンパク質飼料へのセルラーゼの添加は体脂肪蓄積

量を減少させる可能性があることを示した.

以上の結果は,低タンパク質飼料への必須アミノ酸の添加によって増体量や飼料

効率を低下させることなく,窒素排泄量を10～20%低減できることを初めて明らか

にし,その際増加する腹空内脂肪量は飼料の必須アミノ酸/可欠アミノ酸比を高く

すること,セルラーゼを飼料に添加することにより抑制できる可能性を初めて示し

た.

これらについて,審査委貞全貞一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の

学位論文として十分価値あるものと認めた.
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